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論文内容要旨
 第一報正常例での検討
 〔目的〕外的刺激に対する生体の中枢反応のなかで,刺激によって促された媒介系の活動によ
 って出現する内因性成分は事象関連電位と呼ばれ,情報処理過程の電気生理学的指標とされてい
 る。この成分は内因性活動に敏感に応答する反面,その変動性や個体差が大きいことも事実であ
 り,臨床応用に先立ち,正常人におけるその変動因子を規定することは必須である。本稿では健
 常人における聴覚弁別作業時に出現する事象関連電位と反応時間を記録し,その変動因子,個人
 差および両者の機能的関連性に関して検討した。
 〔対象・方法〕対象は20～77才までの健康成人28名である。1600Hzのtoneburstを出現率
 80%の高頻度音,800Hzのtoneburstを出現率20%の低頻度音として計130回無作為に提
 示した。課題は①低頻度音を数えるカウント課題②低頻度音出現時にボタンを押す選択的反応課
 題③刺激音の提示間間隔をランダムにした選択的反応課題とした。誘発波はCzと両側乳様突起
 間から導出し,高頻度者と低頻度音に対する誘発波を別々に加算平均した。加算波における各成
 分の課題間での変化,および加齢の影響を検討した。さらに一施行毎の誘発波と反応時間を記録
 し,両者の関連性に関して検討した。
 〔結果・考察〕N100,P200成分は潜時,振幅とも各課題間に有意差はみられず,加齢によ
 る変化も認められなかった。P300の成分において,提示間間隔をランダムにすることで頂点潜
 時の延長をみた。各課題ともP300頂点潜時は加齢に伴い延長し,振幅は低下した。平均反応時
 間も加齢に伴い延長し,その延長率はP300頂点潜時のそれよりも大きかった。28例中において
 反応時間がP300頂点潜時に先行した。一施行毎にみられるP300頂点潜時と反応時間の変動は
 類似しており,両者間には強い正の一次相関関係が認められた。事象関連電位のうち長潜時陽性
 電位はP300と呼ばれ,認知,弁別機能を反映する生理学的指標とされている。一方,情報処理
 過程の時間的側面に則したアプローチとして従来より反応時間が用いられてきたが,今回の結果
 から,P300が比較照合や刺激処理系を反映するのに対して,反応時間は刺激処理系に加えて
 responseselectionの処理段階をも反映していることが確認された。ヒトの認知行動の情報処
 理過程を,P300が反映する刺激処理系と反応時間を指標とする反応処理系の2つから成り立つ
 と仮定すれば,P300は刺激処理系の最終段階またはそれ以降の過程に応答し,反応時間の変化
 は両処理系から影響を受けるものと思われ,刺激処理過程の早期には,両処理系が並列的に作動
 している可能性が電気生理学的に示唆された。
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 第二報臨床応用への試み
 〔目的〕著者は第一報にて正常人の聴覚弁別作業時における事象関連電位と反応時間を記録し,
 P300成分が加齢や種々の束縛因子の存在で変化することを確認し,一施行毎の記録からP300
 頂点潜時と反応時間との間の強い相関関係を立証した。その結果,P300成分と反応時間を同時
 に測定することで,ヒトの認知行動様式を刺激処理系と反応処理系という概念をより論ずること
 が可能と思われた。本稿の目的は,認知障害を備えていると思われる痴呆患者と運動系の障害を
 主とするパーキンソン病患者に対してP300と反応時間を同時に記録し,その電気生理学的アプ
 ローチの有用性を検討することにある。
 〔対象・方法〕対象は①DSM一皿(DiagnosticandstatisticalManualofMentalDis-
 orders,ThirdEdition)の診断基準に従い痴呆と診断された疾患10例,②知能低下のない
 パーキンソン病8例とした。1600Hzのtoneburstを出現率80%の高頻度音、800Hzのtone
 burstを出現率20%の低頻度音として計130回提示した。課題は低頻度音発現時にボタンを押す
 選択的反応課題とした。誘発波はCzと両側乳様突起間より導出した。対照群として第一報に記
 した28名を用いた。さらに各群2例にて一施行毎の記録を施行した。
 〔結果・考察〕痴呆群では10例中8例にP300頂点潜時の延長が,10例中5例に反応時間の
 遅延がみられ,平均潜時,平均反応時間とも対照群に比し有意に延長していた。パーキンソン群
 ではP300頂点潜時は対照群と有意差はなく,反応時間のみが遅延していた。一施行毎に記録す
 ると,痴呆群では正常人にみられたようなP300頂点潜時と反応時間との相関関係はみられず,
 それぞれ独立した不規則な変動を示した。パーキンソン群では反応時間の延長はあっても両者間
 には有意な一次相関がみられた。以上より,パーキンソン群では刺激処理系より反応処理系に依
 存されやすく,痴呆群では刺激処理系の障害に加え,反応処理系の不規則な対応が特徴と思われ
 た。P300成分と反応時間を同時に記録し,両者の機能的関連性を検討することが認知行動様式
 内における選択的な病態解明に必要であり,有用な手段になると考えられた。
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 審査結果の要旨
 事象関連電位とは刺激によって促された媒介系の活動によって出現する内因性電位であり,情
 報処理過程の電気生理学的指標とされている。一方,選択的反応時間は情報処理過程の時間的側
 面に則したアプローチとして考えられているが、反応時間のみでの検討では充分な内因性情報が
 得られない。著者は聴覚刺激弁別時に出現する事象関連電位と反応時間を同時に記録することに
 より,正常人におけるその変動因子、両者の機能的関連性について検討し,さらに臨床応用とし
 て、パーキンソン病と痴呆患者に対して記録し,その電気生理学的有用性に関して論じている。
 結果の概略は以下のとおりである。
 事象関連電位のうちP300成分は,求心系の情報負荷をかけることで潜時は延長し,加齢に伴
 い潜時延長,低振幅化を示した。またP300潜時と反応時間との間には正の一次相関関係が認め
 られた。これらの結果より,事象関連電位のP300成分は,比較照合,弁別機能などの感覚刺激
 処理系を反映し,反応時間はそれに加えresponseselectionの処理段階をも反映していることが
 確認されたと言える。またヒトの認知行動に関する情報処理過程内の早期には両処理系が並列的
 に作動していることが電気生理学的に示唆されたと言えよう。
 パーキンソン病は主に運動系機能障害を特徴とする疾患であるが,近年種々の認知障害が認め
 られている。本実験ではP300潜時の延長はみられず、反応時間のみが遅延していた。また両者
 間には正常人と同様の相関関係がみられた。一方,痴呆患者では,P300潜時のみならず反応時
 間も遅延しており,両者間には明らかな相関関係は得られなかった。以上より著者は,パーキン
 ソン病では刺激処理系より反応処理系に依存されやすく,痴呆患者では刺激処理系の障害が主体
 で,反応処理系の不規則な対応障害が加わったものと考察している。
 本論文は,事象関連電位というヒトの内因性活動に敏感に反応する脳電位の特徴に注目し,反
 応時間を同時に記録し両者を対比する新しい方法を用いることにより,従来神経生理学手法を用
 いて定性的な研究がなされていた認知行動様式内における選択的関連性に関して、より客観的か
 つ定量的な研究方法を確立した。著者は事象関連電位の異常には疾患特異性がなく,複数の因子
 が関与していることを把握しており,反応時間との対比という立場で論ずることの有用性を強調
 した。研究方法およびその臨床応用の両面から画期的であり,その有用性も理解できる。学位論
 文に充分値する論文と考えられる。
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